
　　　　神・淡路大震災から今年で20年を迎える。私たち

　　　　は多くのものを失った。「あの地震がなければ･･･」

と思うこともある。ただ、あの地震がなければ、得ること

もできなかったことも多い。失ったものの数より、何を得

たのか、何を学んだのかを考える時期にきてるのではない

だろうか。私、個人で言えばマイナスからの会社経営がい

かに難しいかということをこの20年で学んだ。売上を維持、

伸ばしつづけなければあとがない。綱渡りの経営は、心も

体も消耗させる。両親も亡くなり、私は、この渦の中に巻

き込まれ消耗していった。この20年間、様々な選択の機会

はあった。全てをゼロにすることも可能であったが、その

選択をしなかった。選択しなかった最大の理由は「この苦

境に負けたくない」「超えていきたい」という想いがあっ

た。両親は苦境を超えていく前に志半ばで散っていったが、

様々な人たちに私は助けられ、学林舎が提案する教材を使

いつづけてくれる皆さまに支えられ、学林舎は震災で受け

た苦境をようやく超え、次の段階に向けて歩みだした。

　全てを放棄して、ゼロからスタートすることも私自身、

可能であったが、それをせずに“超える”ことを選んだの

は様々な“想い”が学林舎に詰まっている。学林舎を選ん

でくれる皆さまがいる限り、走りつづけなければいけない

と実感したからである。また、私自身、今の学習教育に対

して“進化＝深化”してほしいいという想いがあるからに

ほかならない。

　まだ20年、もう20年。人それぞれ、想いや感覚はちがう。

ただ、残された私たちは生きている限り、進まなければな

らない。前へ、前へ。（北岡）

　「負けへんで」は、20年前の夏に子どもたちの震災

体験の文章を集めた発言集です。発言集の中からいく

つか紹介します。　

阪
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共創ネットワーク

阪神・淡路大震災からの学び

20年の時をこえて

皆さまから、たくさんの年賀状をいただき心よりお礼申し上げます。

励ましのお言葉、先生方のあつい思い、心あたたまる一言。

心ひきしまる思いで読ませていただきました。

2015年も、皆さま方と共に歩んでいきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　学林舎スタッフ一同

寒中お見舞い申し上げます
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　　　　しい揺れで目が覚めた。何が何だかわからなかっ

　　　　たけど、確かに揺れと何かが体に重くのしかかる

のだけは体で感じていた。

　ようやく揺れがおさまってから、私はたんすの下から這

い出た。

　出た途端、頭の中は真っ白になり、体は怖くて震えがし

ばらく止まらなかった。

　おさまって辺りを見わたすと、家の中は無茶苦茶になっ

ていた。

　外に出るにも、玄関まで進めない。

　やっとの思いで外に出ると、唖然･･･。

　一言も声が出なかった。

　陽が昇ってから、姉と二人で、歩きまわった。新幹線の

線路はあちらこちらでくずれていて、ほとんどの家は倒壊

していて、びっくりした。

　私の学校では五人、学年では二人の死者が出た。

　一人は圧死、一人は土砂で生き埋めになった。私は話を

聞いただけでは気がすまなかったので土砂崩れの所へ行っ

た。本当に家が見当たらなかった。

　それを見た時、私は心の底から地震を憎みました。

　なぜ、私たちがこんな地震を体験しなくてはならなかっ

たんだろうと思った。

　体験していない人たちは日が経つにつれて忘れていって

いる人が多いと思うけど、この地震のことだけは、ぜった

いに忘れないでほしいです。

　各地方から救援物資をもらった時、とてもうれしかった。

こんなに心配してくれてるんだから、頑張らなくてはなら

ない気持ちになります。

　私はこの震災のことを一生忘れることはできません。

激

　　　　がぐっすり寝ていたらいきなり大きな音がして家

　　　　が揺れました。私はドロボーがはいってきたかと

思いました。びっくりして思わず床にしがみつきました。

ガラスとかが全部揺れていました。本当にこんなことがあ

るのかとその時はじめて実感しました。いつもテレビとか

で見てても、そんなにすごくびっくりしたりもしませんで

した。そして、日が上るにつれて地震のすごさがわかって

きました。ガラスや食器が全部われて、びっくりしました。

私

近所の人たちが「大丈夫ですか」って来てくれました。私

の家は、電気は朝の七時ごろにきてテレビをつけてみると

大震災の神戸がうつっていました。高速道路がたおれて、

火が神戸の町をおおっていました。以前の神戸とは全然対

照的でした。何日たっても火が消えず、みんなは余震の怖

さで震え、夜も安心できずに寝れなくて、疲れがたまり、

私も水くみとかしていました。でも、自分の生まれた町だ

から私は宝塚の町が好きだし、この町でがんばろうと思い

ました。

　全然知らない人たちがお互いに助けあって、みんなが協

力しあっていました。

　私たちの地域はそんなに神戸のようにひどくはなかった

けど、家族が死んでしまった人もいるし、もうすぐ卒業や

入学する人たちだっていました。みんなが助け合って、他

の地域から救援物資が届いて、みんな役にたったと思いま

す。これからもまたこんなことがあってもみんなで協力し

あえると思います。

何かが体に重くのしかかった

西宮市在住　中学3年生

この町でがんばろう

宝塚市在住　中学2年生

　　　　震はスキー合宿へ出発する予定の朝だった。僕は

　　　　まだ寝ていた。遠くから通う友人は電車に乗って

いたという。そんなにゆれたと思わなかった。ねこが目を

まん丸にして固まっていて一週間ほどものを食べなかった。

外に出てみるとひどかった。ガスと水道がふき上げていて

数日くさくて気分が悪くなった。パソコンの無事をたしか

めにいって親にあきれられた。水がでる、家で入浴できる、

そんなことがこんなに大事なこととは思っていなかった。

歩いて様子を見に来てくれた知り合いの人はすごいな！余

震よ来るなよ。

地

水がでる、入浴できる

芦屋市在住　中学3年生

写真・文/神戸市東灘区在住　中学3年生

震災の記憶－1995年発行「負けへんで」より
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　　　　成27年の全国学力・学習状況調査は、4月21日に

　　　　おこなわれる。学力テストと言われているが、実

際は、文部科学省が中心となって実施する調査である。調

査の目的を文部科学省は下記のように示している。

◇義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全

国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の

成果と課題を検証し、その改善を図る

◇学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改

善等に役立てる

◇そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サ

イクルを確立する

　調査対象は、国・公・私立学校の小学校第６学年、中学

校第３学年。原則として全児童生徒。調査内容は国語、算

数・数学、理科。問題はＡとＢに大きく分けられる。

　Ａは「知識」に関する問題。「身に付けておかなければ

後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容」「実生活にお

いて不可欠であり常に活用できるようになっていることが

望ましい知識・技能」など。

　Ｂは「知識」を活用する問題。「知識・技能等を実生活

の様々な場面に活用する力」「様々な課題解決のための構

想を立て実践し評価・改善する力」など。

　このような科目別調査に加えて、生活習慣や学習環境等

に関する質問用紙にこたえる調査がある。この調査結果を

もとに学習教育を改善すべく様々な提案を文部科学省はお

こなっている。

・授業アイディア例の提案

・全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組

が期待される内容のまとめ

・全国学力・学習状況調査において特徴ある結果を示した学校に

おける取組事例集

・全国学力・学習状況調査の結果を活用した実践研究の成果報

告書

・全国学力・学習状況調査の結果を用いた追加分析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

　

平

　全国学力・学習状況調査が実施された背景には、ＰＩＳＡ

（65カ国の地域・約51万人参加の調査テスト）の結果が悪

かったことにある。そのため、学力の底上げを考え、学習

指導要領の改訂（脱ゆとり）、全国学力・学習状況調査、

スーパーサイエンスハイスクール制度（ＳＳＨ）などの具

体的な政策を文部科学省を中心におこなわれてきた。2012

年の最新のＰＩＳＡ調査によれば、数学的リテラシーは7

位。読解力・科学的リテラシーは3位である。過去の状況

と比較すると今おこなっていることが、成果としてでるに

は時間が必要である。

　ただ、学習教育に関しては、まだまだ、改善すべき点は

多い。反転授業などの新しい取り組みが行われているが、

さらなる官民一体となった改革に加えて、大人たちの学習

に対する改革も必要である。自分たちが受けてきた学習教

育を見直し、グローバル社会に対応すべく、柔軟な思考が

求められる。大人が進化（深化）しなければ、子どもも進

化（深化）することは難しい。大人だから、子どもだから

という思い込みを外し、共に学びあう力、共に創りあげる

力が求められるのではないだろうか。　

全国学力・学習状況調査を考える

高大接続の可能性

　　　　央教育審議会は昨年末「新しい時代にふさわしい

　　　　高大接続の実現に向けた高等学校教育、大学教育、

大学入学者選抜の一体的改革について」を発表した。少子

化による大学全入時代、グローバル化、センター試験改革

などの様々な課題が含まれている。この課題をクリアして

いくために、“高大接続（高校・大学の連携）”の必要性

があることを述べている。ただ、高大接続は様々な制度・

組織的な改革をするため、時間はかかる。しかし、この改

革なくして、世界を生きる自立した人材を増やすことは難

しいと言える。現在、学習教育は経済格差が教育格差につ

ながっている状況と言われているが事実である。秒単位で

世界は進化しつづけている状況において、求められる学力

は日々、変化していっている。この変化に対応するには、

様々な学習が子どもたちに求められる。

　高大接続はもちろんのこと、様々な教育改革をおこなわ

なければ、日本は国として危機的な状況にたたされること

になる。

中
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　　　　　けましておめでとうございます。2015年が

　　　　　始まって早くも半月以上が過ぎてしまいま

した。「光陰矢のごとし」ということわざ通り、月日

の過ぎるのはとても速いですね。正月気分はあっとい

う間にぬけてしまいました。

　私は子どものころ、正月の三が日が身もこがれるく

らい好きでした。お年玉はもらえるし、友だちからく

る年賀状は楽しみだし、テレビ番組は朝から晩までお

もしろいし、料理はおいしいし、子どもなのに「赤玉

ポートワイン」を飲ませてもらえるし……、とにかく

いいことづくめだった記憶しかありません。最近の正

月は、そのころの百分の一も楽しくないなあ、と感じ

てしまうのは、どうしてでしょうか。お年玉をもらう

立場から出す立場になったのが悔しくて悔しくて……、

などというせこい気持ちで言っているのではありませ

ん。昔は正月、特に元旦というのは本当に特別な一日

であったような気がします。初詣に行ってもたいてい

の店は閉まっていて、みんなが「元旦を愛でなくては」

という気持ちが強かったような気がします。しかし、

最近は元旦から開いている店も多く、普段の日と何ら

変わりないような雰囲気が街にただよっています。ハ

ロウィンやクリスマスで大騒ぎするのもいいけど、日

本人なんだから、正月をもっと愛しておくれよ、と感

じるのは、私だけでしょうか。

　子どものころの正月での楽しみの一つに「百人一首」

がありました。正月には近所に住んでいる親戚がうち

に集まってきて、「新春恒例　森本杯争奪　大百人一

首大会」が開かれました。その大会にはたいてい、６

～７人の参加者がありました。私も小学６年生くらい

のころには、七十近い和歌を暗記していて、ひそかに

優勝をねらっていました。しかし、上には上がいるも

ので、三つ年上の兄貴は九十近く暗記し、近所のおば

ちゃんにいたっては、おそらく百枚全部暗記していま

した。そのいきさつもあり、本命　おばちゃん　対抗

　兄貴　穴　私　という予想がたてられ、その予想通

りに、優勝はいつもおばちゃんか兄貴、私はたいてい

三位に甘んじるという結果になりました。

　「むすめふさほせ」という言葉をご存知でしょう

か？　百人一首には、上の句と下の句があります。

村雨の　露もまだひぬ　まきの葉に　　　…上の句

　　　　霧立ちのぼる　秋の夕暮れ　　　…下の句

　百人一首は、読み手が上の句をよんで、競技の参加

者が下の句が書かれた札を取り合うというゲームであ

ることはご存知だと思います。そして、上の句のある

字がよまれたときに、下の句、つまり取り札が決まる

という文字を「決まり字」といいます。「むすめふさ

ほせ」というのは、その「決まり字」が一字であると

いう和歌です。つまり、読み手が「むらさめの」とよ

み始めたとき、「む」と聞いただけで、「きりたちの

ぼる　あきのゆふぐれ」という札が取れるというわけ

です。

　この「むすめふさほせ」のことを知った年に私は、

親戚の前でいい格好するために、「む」が出た瞬間に

「きりたちのぼる」を取ってやろうと、ずっとその札

に集中していました。「む」、「むむ」、「むむむ」。

しかし、その札はなかなか出てきません。「む」、

「むむむ」。私の目の中にはもう「きりたちのぼる　

あきのゆふぐれ」の札しかはいっていませんでした。

そして、やっと「む」が出たのが、残り十枚を切った

とき。「キタ―！」と心の中で叫び、手をのばした瞬

間、札の近くにいたおばちゃんの手が、私の手の下に

すっともぐりこみました。「さすが、○○おばちゃん」

みんなから称賛され、にこにこ笑うおばちゃん。完璧

に作戦ミスをおかした私は、その回はブービー賞に甘

んじたのでした。

　日本の伝統文化が生み出した「百人一首」。このす

ばらしき遊びが復活することを信じています。

　ああ、素晴らしき哉、日本語。（つづく）

あ 

文／学林舎国語顧問　　森本　秀俊

ああ、素晴らしき哉、日本語⑨  
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文／学林舎算数・数学顧問　　深見　和孝

　今年、１回目のコラムとなります。そこで、今回のコ

ラムのテーマは、年初めにあたって縁起の良い「鶴と亀」

にしました。算数で「鶴と亀」といえば、「つるかめ算」

です。この算法を知っている方は多いかと思いますが、

「名前を聞いたことはあるが、どんなものかはよく知ら

ない。」という方もおられるでしょうから、まずは、

「つるかめ算」の問題をとり上げます。

【問題】鶴と亀が合わせて８頭います。足の本数を数えると、全

部で２２本ありました。鶴と亀はそれぞれ何頭いるでしょうか？

　もちろん、鶴１羽の足は２本、亀１匹の足は４本です。

解き方は教える人によって色々でして，方程式を使って

解くと簡単ではあるのですが、ここでは、図を使った解

き方をご紹介します。

　まずは、下の図を見てください。２つの長方形の面積

は、それぞれ鶴の足と亀の足の本数を表しています。つ

まり、図形全体の面積を２２(本)と考えて、長方形の横

の長さを求めればよいのです。

　この図形を、下の図のように、上の図とは別の２つの

長方形に分けてみましょう。下側の長方形の面積は、

２×８＝１６より、１６(本)です。これは、８頭全部が鶴

であった場合の足の本数です。そして、全体の面積は２２

(本)なので、上側の長方形の面積は、２２－１６＝６(本)

です。もう、おわかりでしょうか？上側の長方形の縦の長

さは４－２＝２(本)なので、横の長さは６÷２＝３(頭)と

わかります。これが亀の数です。鶴の数は８－３＝５(頭)

ですね。

　ところで、みなさんは、「つるかめ算はヘンだ。」と

思いませんか？鶴と亀が一緒にいる様子を思い浮かべて

ください。鶴の極端に細長い足と、亀の太短い足を一緒

に数えようとするでしょうか。なぜ、「猿の足と猫の足」

や「タコの足とイカの足」ではないのでしょうか。私は、

ずっとヘンだヘンだと思っていたのですが、最近になっ

て気づいたことがあります。鶴の足と亀の足のように普

通は一緒に数えそうにないものを題材にしたのは、作者

のシャレだったのでは？（もちろん、鶴と亀は縁起が良

い動物だからという理由もあるでしょうが）

　江戸時代に書かれた有名な算数の本に「塵劫記（じんこ

うき）」というものがあります。この本に「つるかめ算」

は載っていないようですが、色々と面白い問題が書いてあ

ります。たとえば、「布盗人算（きぬぬすびとざん）」と

いうのがあります。中学受験問題では「過不足算」と言い

換えられているもので、次のような問題です。

【問題】橋の下で盗人たちが盗んだ布を山分けしている話が聞

こえてきます。「布を７反ずつ分けると８反余るし、８反ずつ分ける

と７反足りなくなってしまうなあ。」さて、盗人たちは何人いて、布

は何反あるでしょうか？

　算数の問題にドロボウが15人（答えです）も登場する

なんて、シャレがきいています。当時の大人（江戸っ

子）たちを楽しませるために書かれたことがうかがわれ

ます。当時もドロボウはとんでもない悪い奴らであった

のでしょうが、一方で善い題材や表現にこだわらない姿

勢が新鮮です。（橋の下でドロボウが集まっていたら、

すぐに警察に通報するのが模範的な市民です。）上手く

説明できないのですが、江戸時代の善悪の分け隔て方は、

現代よりもずっと緩やかだったのかなあ、と思えます。

　布盗人算を現代風にアレンジして、「カラオケボックス

で、下着ドロボウたちがパンティを山分けしています･･･。」

という問題原稿を渡したら、編集者（出版社）はどんな反

応を示すだろうか？ひょっとしたら、私は大事な取引先

を１つ失うリスクを覚悟しなければならないかもしれま

せん。でも、400年後に、「昔は、一銭にもならなくても、

下着を盗むユニークなドロボウがいたんだなあ。」と興

味深く読んでくれる人がいるかもしれないことを想像す

ると、どうにも書いておきたい気分になってしまいます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つづく）
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　正月といえば日本では社会人や箱根の駅伝、大学ラグ

ビー、高校サッカーやラグビー、そしてアメリカンフッ

トボールの日本一を決める大会、アメリカでも大学のア

メリカンフットボールのボウルゲームと、新年からス

ポーツの大きな大会が目白押しでした。今年のように寒

波の正月では、野外でスポーツをする選手たちにとって、

大変だったと思います。家のぬくぬくとしたところで、

テレビ観戦した私にはそのご苦労は測り知れません。

勝ったチームにはお祝いを、そして破れ去ったチームに

はまた来年再起を願っています。

　さて私は元日を2度アメリカの大学アメリカンフット

ボールのボウルゲームで迎えたことがあります。1度目は

2001年のローズボウルで、ワシントン大学のアシスタン

トコーチとして、そして2度目は2010年のシュガーボウル

で、フロリダ大学のインターンコーチで参加した時です。

どちらも伝統的な四大ボウルゲームと呼ばれる大会で、

過去双方のボウルゲームから全米チャンピオンを数多く

生み出してきた大会です。幸運にも私が参加した両ボウ

ルゲームともチームは勝利を収め、新年早々素晴らしい

時間を過ごさせていただきました。

　今年はその両大会が、全米ナンバー1を目指すプレーオ

フの試合となりました。以前は記者投票などによるラン

キングで全米一を決めていましたが、1998年以降公式戦

でのランキング1位と2位で、最終決着を決めるシステム

を採用してきました。しかし強豪チームがひしめきあっ

ている中で、ランキング上位2チームでの決着では、勝率

が変わらない他のチームからの不満もあり、今年からは

ランキング上位4チームによるプレーオフになりました。

どの大学が一番強いのかをより明確にする上でも、今回

の変更は良かったのではないかと思います。

　結着を付けるという点では、最近様々なスポーツの採

点や判定に、ビデオを活用するようになってきました。

オリンピックでも色々な競技でビデオ判定が採用されて

いますし、日本のプロ野球でもホームランに限りビデオ

判定が採用されています。アメリカのMLBやNFLではチャ

レンジと言って、微妙な判定にはチームからビデオ判定

を要請する仕組みもあります。審判がその場で判定する

だけでなく、微妙なケースにおいては、誤審になるケー

スもありますので、ビデオの活用はある程度必要なもの

となって行くでしょう。

　ただ何でも機械任せにしたら、人間の判定はそもそも

必要なくなるわけで、ラグビーのアドバンテージのよう

に、試合の流れを見ながらの絶妙なさじ加減は、人がす

るから可能になるのであって、いわゆる空気を読むとい

うことは人であるからできることです。昔『私がルール

ブックだ！』と言って、判定に抗議した選手を一蹴した

審判がいましたが、それが後で誤審であったとわかって

も、選手はあの審判の誤審なら許せる！といったそうで

す。そんな人間的なものの考えも、時にスポーツには

あっていいのかもしれません。

　ウインタースポーツも佳境に入りますが、それと入れ

替わりに2月になると、プロ野球がキャンプに入ります。

プロ野球では2月1日が元日と同じ、と言われています。

また新しいシーズンが始まります。今年も色々なスポー

ツで、たくさんのドラマが生まれることを願っています。

Good Luck!!
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